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総務文教常任委員長報告 

（Ｈ３０．６．２２） 

 総務文教常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要とそ

の結果を報告いたします。 

 まず、報告第１号、亀岡市税条例及び亀岡市都市計画税条例の一部改正に

ついては、地方税法等の一部改正に伴うものであり、その主な内容は、平成

３０年度の固定資産税の評価替えに伴い、土地に係る固定資産税及び都市計

画税の負担調整措置を平成３２年度まで３年延長すること、新築住宅に係る

固定資産税の減額措置について、その対象資産の新築期限を平成３２年３月

３１日まで２年延長すること等の改正を行ったものであります。         

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって承認すべきものと決定しまし

た。 

次に、報告第２号、亀岡市
かめおかし

立
りつ

幼稚園条例の一部改正については、子ども・

子育て支援法施行令の一部改正に伴うものであり、その主な内容は、国基準

が変更されたことにより、引き下げ等を行った一号認定保育料との均衡を図

るため、階層の細分化等を行い、幼稚園保育料の改正を行ったものでありま

す。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって承認すべきものと決定しまし

た。 
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次に、第１号議案、平成３０年度一般会計補正予算の本委員会所管分であ

りますが、その主な内容は、 

 総務費では、本市への移住者を支援し、定住人口の増加を推進することに

より、地域の活性化を図るための、移住・定住促進経費の増額補正、 

 商工費では、２０２０年のＮＨＫ大河ドラマが、明智光秀公を主人公とす

る「麒麟がくる」に決定したことに伴い、市内外に向け「光秀のまち 亀岡」

を広く発信するための、大河ドラマ誘致活動事業経費の増額補正、 

消防費では、自治総合センターの助成金を活用して、発電機等の防災備品

を、各町自主防災会に配備するための、災害対策経費の増額補正、 

教育費では、畑野小学校のスクールバスを更新するための、通学安全対策

経費の増額補正、また、中学校の部活動における生徒の技術力の向上を目指

した、学校教育活動の一層の充実、及び教職員の働き方改革を推進するため、

部活動指導員を配置するための、教育研究会等経費の増額補正、 

であります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

 次に、第２号議案、亀岡市税条例等の一部改正については、地方税法等の

一部改正に伴うものであり、その主な内容は、いわゆる「わがまち特例」と

して、固定資産税について地方税法に定める割合を参酌
さんしゃく

して、本市の特例割
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合を定めること、また、たばこ税の税率を平成３０年１０月１日から３段階

で引き上げること等の改正をしようとするものであります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

次に、第３号議案、亀岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正については、放課後児童支援員の基礎資格と

して、５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者を加えること等の改正

をしようとするものであります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 

次に、第７号議案、亀岡会館除却等工事請負契約の締結については、去る

５月１６日に入札を執行し、契約金額３億７，１３５万８千円をもって、山

口・今井・サンケイ・堤製
つつみせい

特定建設工事共同企業体と仮契約を行ったものを、

本契約としようとするものであり、別段異論なく、採決の結果は、全員をも

って原案可決すべきものと決定しました。 

 以上、簡単ではありますが、本委員会の報告といたします。 
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